
- 1 - 

 

令和５年度事業報告 

（2022年 10月 1日～2023年９月 30日） 

 

 

はじめに 

 当協会は、広く国民の書記能力を増進し、記録事務の効率化を図るため、速記の普

及発達とその利用分野の開発に努め、あわせて速記技能者の技術水準及び社会的評価

の向上に資する諸事業を行うとともに、公正で正確な発言記録作成技術の普及に努め、

もって我が国の文字文化の向上に寄与していくことを目的とする法人である。 

このような目的及び公益法人としての本旨に従い、速記技能検定、みんなの速記推

進活動などの事業や全国議事記録議事運営事務研修会などを推進してきた。 

以下、令和５年度における諸事業の実績を報告する。 

 

１ 検定事業 

(1)速記技能検定 

① 速記技能検定実施結果 

令和５年度は４回実施した。第 220 回検定ではＩＢＴ型（インターネットを

活用した実施方法）検定を初めて実施した。 

その概要は、下表のとおり。 

なお、パソコンの使用による受検者は速記・反訳の両方で使用した者が 41

人（前年度 106 人）、反訳のみで使用した者が 57 人（43 人）であった。また、

分試験場での受検者数は 66人（127 人）となった。 

 

回次 実施月日 試験地 志願者 受検者 合格者 合格率 

219 
令和４年 

11月 27日 

東京 名古屋 大阪 佐賀 

鹿児島  

(分)岐阜 奈良 沖縄 

69 

(107) 

67 

(104) 

16 

(43) 

23.9％ 

(41.3％) 

220 
令和５年 

２月 26日 

ＩＢＴ方式 

(分)大阪 

36 

(38) 

34 

(37) 

14 

(14) 

41.2％

(37.8％) 

221 
令和５年 

５月 28日 

札幌 盛岡 東京 名古屋 

大阪 福岡 

(分)佐賀 沖縄 

59 

(77) 

57 

(69) 

19 

(24) 

33.3％

(34.8％) 

222 
令和５年 

８月 27日 

長岡 東京 名古屋 大阪 

(分)沖縄 

34 

(38) 

34 

(34) 

8 

(11) 

23.5％

(32.4％) 

合     計 
198 

(260) 

192 

(244) 

57 

(92) 

29.7％ 

(37.7％) 

 

 

 



- 2 - 

 

  ※各級別志願者数は次のとおりである。（括弧内は前年度） 

    １級   15人 （18人）  -3 人 

    ２級   12人 （18人）  -6 人 

    ３級   54人 （47人）   +7 人 

    ４級    50人（102人）  -52 人 

    ５級   46人 （53人）  -7 人 

    ６級   21人 （22人）  -1 人 

 

※速記技能検定実施結果の詳細は、別表のとおりである。 

 

② 速記士証の交付、合格証明書の発行 

速記士証の発行数：０人 （令和５年度末速記士証交付総数 2,113人） 

    合格証明書の発行：０人 

 

③ 成績優秀者表彰 

成績優秀者選考基準に基づく令和５年度速記技能検定成績優秀者 

文部科学大臣賞 １人 

協会最優秀賞 １人、協会優秀賞 25人、協会奨励賞 ２人 

 

④ 自己評価の実施 

文部科学省のガイドラインに基づき検定の継続的な改善を目的とした自

己評価を実施し、その結果をホームページで公開した（継続）。 

 

⑤ 学習支援 

・速記学習者からの電話、メール等による相談に答え、初級学習者のレベ

ルアップを支援した。 

・検定受験参考書等の頒布実績 

速記技能検定問題集 11号       9冊 

速記技能検定問題集 10号      5冊 

検定問題朗読ＣＤ         53枚 

速記用シャープ （プレスマン）  19本   替え芯  18本 

シャープペンシル（オレーヌ）  23本 

 

(2)キャプションライター技能検定 

字幕分野の技術開発が進む中、検定の必要性について再確認し、早期実現

に向けた検討を再開した。 

 

(3)検定改革委員会 

令和３年 12 月に発足した検定改革委員会は、技術部会を中心にＩＢＴ方式
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の検定について検討と事前テストを重ね、令和５年２月に第１回目を３～６

級を対象に実施した。 

 

２ 「みんなの速記」推進活動 

(1)教室・共練会活動 

学習希望者の受け皿となる「速記教室・共練会」等の活動をホームページ

や機関誌「日本の速記」を活用して広報した。 

各地の共練会活動は次のとおり。 

 

・土曜速記教室 （東京都大田区 親睦会館） 

 ・オンライン速記共練会 

・盛岡速記講習会 （盛岡市 勤労福祉会館） 

 ・宮城県共練会 （仙台市太白区 八木山市民センター） 

・東京新宿共練会 （東京都新宿区 戸山生涯学習館） 

 ・飯田橋共練会 （東京都千代田区 富士見区民館） 

 ・横浜速記共練会 （横浜市港北区 菊名地区センター） 

 ・速記サークル「千速会」（新潟県長岡市 千手コミュニティセンター） 

・愛知県スクーリング （名古屋市東区 ウィルあいち） 

 ・京都速記共練会 （京都市山科区 アスニー山科会議室） 

 ・奈良速記学習会 （奈良市 生涯学習センター） 

 ・大阪速記を学ぼう会 （大阪市 北区民センター） 

 ・大阪速記共練会 （大阪市北区 南森町イシカワビル） 

 ・阪神速記共連会 （西宮市 西宮市民会館） 

 ・神戸速記共練会 （神戸市 中央区文化センター） 

・和歌山速記共練会 （和歌山市 あいあいセンター） 

 ・有田速記共練会 （和歌山県有田郡有田川町 藤並公民館） 

 

(2)速記相談業務 

新訂標準用字用例辞典に関する相談    98件 

速記学習教材、学習場所等の相談     76件 

速記技能検定受験に関する相談        45件 

その他（テレビ、マスコミ関係取材等）  12件 

 

(3)高速度速記競技会 

令和５年度は実施しなかった。 

 

(4)高校生・大学生の速記競技会の後援 

高校生 

第 55回全国高等学校選抜速記競技大会（令和５年３月 27日(月)） 
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第 93回全国高等学校速記競技大会（令和５年８月４日(金)） 

大学生 

第 113 回全日本学生速記競技大会（令和４年 12月３日(土)） 

 

(5)速記交流合宿の後援 

     大学速記ＯＢ有志が企画するイベントに対し後援した。 

第１回：２月 23日(木)～26日(日) 

第２回：８月 24日(木)～27日(日) 

 

３ 全国議事記録議事運営事務研修会 

第 74回全国議事記録議事運営事務研修会を以下のとおり開催した。 

 開催日 令和４年 10月 27 日（木） 

 会 場 国立オリンピック記念青少年総合センター センター棟 

 参加者 161人（会場参加 76人、Ｗｅｂ参加 85 人） 

 内 容  

講演① 議事運営Ⅰ ～議会運営の基礎～  

    講師 内田一夫理事 

講演② 議事運営Ⅱ ～発言の取消し命令と会議録～ 

    講師 内田一夫理事 

講演③ 会議録作成Ⅰ 基本編 

    講師 保田良春理事 

講演④ 会議録作成Ⅱ 実例編 

    講師 山﨑惠喜理事 

講演⑤ 北海道議会における事例紹介 

    講師 髙井京太北海道議会事務局議事課議事係専門主任 

※第 73 回に引き続き、講演の模様を YouTubeで動画配信した。 

 

４ 会議録作成支援事業 

(1) 会議録作成講座 

議会事務局の職員を対象に会議録作成の基本を学ぶ全４回の通信制講座を

開講した。 

受講者 25人 

(2) 発言記録何でも相談室 

用字用例に関する相談：78件  会議録作成に関する相談：68 件 

 

５ 調査研究、広報、普及事業 

(1)速記関係書籍・文献の保存・共有化、速記国際大会 

学術研究協力 

① 大阪大学文学部岡島昭浩教授研究室との協力 
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科研費（日本学術振興会科学研究費補助金）対象研究「過去の速記原本を

可読化するための日本語速記史の研究」に対し協力する速記科学研究会の活

動を支援した。 

② 日本大学文理学部広田照幸教授研究室との協力 

教職員組合運動史研究会（研究代表者：広田照幸教授）の科研費対象研究

に対し協力する速記科学研究会の活動を支援した。7 月 25日に「戦後日本の

教職員組合と社会・文化（その４）」が刊行され、要請により関係者に配付し

た。 

③ 訪日韓国国会速記職員との意見交換 

駐日本国大韓民国大使館からの要望により、技術発展時代における会議録

作成と記録組織に関する意見交換を７月 18 日に行った。 

 

(2)出版物の頒布 

「新訂標準用字用例辞典」  297 冊 

「発言記録作成標準」  35 冊、寄贈 25 冊 

「横書きにおける漢数字と算用数字の書き分け方」  59 冊 

「検定問題集」 

第８号：６冊 第９号：５冊 第 10号：５冊 第 11号：９冊 

検定問題朗読ＣＤ 53枚 

「第７回地方議会における記録事務の実態調査等報告書」  1 冊 

「会議録作成講座教材集」（3 冊 1セット）  14 セット、寄贈 32セット 

「日本の速記臨時増刊」 

「新訂標準用字用例辞典の解説（その１）」  29 冊 寄贈 32 冊 

「新訂標準用字用例辞典の解説（その２）」  29 冊 寄贈 32 冊 

 

(3)速記の日記念イベント・速記交流会の開催 

   「速記交流競技会」を以下のとおり開催した。 

 開催日 令和４年 10月 30 日（土） 

 会 場 東京本会場：早稲田速記医療福祉専門学校（参加者 31 人）、分会

場(大阪、奈良ほか 21 人) ※別日に、各地の速記会社、大学、高

校、共練会の皆様にも実施してもらい、全参加者は 115 人となっ

た。 

 内 容 分速 50 字のＨ級から 400 字のＡ級まで 50 字ずつ速度を上げた 8

階級を設定、各級とも朗読時間は 1 分。級間に 30秒間のインター

バルを挟みＨ級からＡ級までを続けて朗読。これを２サイクル行

い、自分で選択した問題を反訳し、成績を競う。 
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(4)広報・啓発 

①「日本の速記」の編集・発行 

 令和５年度は、10 回発行した。 

 ８・９月合併号は、日本速記 140 年記念事業の一環として発行した。 

主な掲載記事は次のとおり。 

10月号 巻頭言「裾野を広く」/シリーズ議会豆知識㊱「閉会中審査」/もう一つの議会史

～国会職員オーラルヒストリーⅡ～（その６）/第 218回速記技能検定結果/令和

４年度成績優秀者/まほろば速記通信⑬「第２回奈良速記芸術祭」/「九州速記練

習会」を開催しました！/令和５年度事業計画・予算を決定/日本速記 140年記念

事業 特定寄附金の募集について 

11月号 巻頭言「速記者も心は動く」/シリーズ議会豆知識㊲「閉会中審査と後会継続」/

第 74回全国議事記録議事運営事務研修会 概要報告/ 速記 140年記念フォーラ

ムの開催に当たって/速記科学研究会のチームが日教組速記原本を解読/まほろ

ば速記通信⑭ 「速記体験学習会等」 

12月号 巻頭言「理事の退任に当たって」/シリーズ議会豆知識㊳ 「決算」/達人になる 

黒衣「速記」速記の歩み/まほろば速記通信⑮「速記文字の添削」/第 10 回全国

学生新人速記大会 報告・体験記/令和 4 年度速記交流競技会 報告（その１）/

令和４年度速記技能検定成績優秀者表彰式 報告/令和５年度通常総会議事概要/

コラム「速記ってなに？」って何？ 

１月号 年頭所感「日本の速記」は第一級の史料/役員挨拶/シリーズ議会豆知識㊴「速記

法による」とは/第 219回速記技能検定結果/第 220回速記技能検定（ＩＢＴ型）

の実施について/まほろば速記通信⑯「速記文学賞の創設を」/第 113回全日本大

学速記競技大会報告/「日本の速記」2022年総目次 

２・３月 

合併号 

巻頭言「励みが持続する検定制度の改革を」/シリーズ議会豆知識㊵「修正・訂

正・撤回」/実務豆知識①「コロナカ」 /まほろば速記通信⑰「基本文字だけで

書く能力も併存を」/寄稿「一羽の蝶の羽ばたき① 日本の速記」/第１回春季全

国速記交流合宿レポート（その１）/令和 4年度速記交流競技会報告（その２）/

検定改革の道 まずＩＢＴ型を導入/ 

４月号 巻頭言「高精度かつ専門的」/シリーズ議会豆知識㊶「採決と裁決」/会議録実務

豆知識②「外来語の表記」/第 220回速記技能検定結果/第１回春季全国速記交流

合宿レポート（その２）「速記の風が吹いている」/つなぐ 速記部通信① 早稲田

大学邦文速記研究会 

５月号 巻頭言「速記の文化をつなげる」/シリーズ議会豆知識㊷「意見書と決議」/会議

録実務豆知識③「疑問文？」/まほろば速記通信⑱「メロディーを速記しましょ

う」/本の紹介 「日本ハープ界の草分け 阿部よしゑ 寄稿集」/第 55回全国高等

学校選抜速記競技大会を開催/寄稿「一羽の蝶の羽ばたき②「その学習 楽しい

ですか？」/「日本の速記」1000号記念号 投稿募集のお知らせ/「硬軟」と「速

記」による二物衝撃/日本速記 140年記念事業 特定寄附金等のお礼とご報告/「横

書き数字の迷路へようこそ」 横書きにおける数字の書き表し方（第２版）近日

発行 

６月号 巻頭言「『日本の速記』の再読のお勧め」/シリーズ議会豆知識㊸「請願と陳情」

/会議録実務豆知識④「録音と記録」/まほろば速記通信⑲「旧仮名遣ひで反訳し

ませう」/第 11回｢聴覚障害者のための字幕付与技術｣シンポジウム開催に向けて

/寄稿「一羽の蝶の羽ばたき③ 速記士の世界…って」/五代友厚の名誉回復と黎

明期の速記創案者たち/インテルステノ オンライン競技報告 日本勢頑張っ

た！ 多言語入力競技で躍進した若手/つなぐ 速記部通信② 佐賀県立佐賀商

業高等学校速記部/速記技能検定専用ホームページ開設のお知らせ 
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７月号 巻頭言「速記の種まき」/シリーズ議会豆知識㊹「訂正と撤回」/第 221回速記技

能検定結果/寄稿 一羽の蝶の羽ばたき④ 「こっ…怖い話⁉」/岐阜速記学習会

に行ってきました！/まほろば速記通信⑳「仲よしサークルの共練会も有意義」/

会議録の作成 ― 業務委託に係る課題 ～アンケートから読み取る～ 

８・９月 

合併号 

通巻 

第 1000号 

記念号 

巻頭言「1000号に込めた思い」 

【祝辞】 

岡田衆議院事務総長/小林参議院事務総長/山本全国都道府県議会議長会会長/坊

全国市議会議長会会長/渡部全国町村議会議長会会長/河原京都大学情報学研究

科教授/岡島大阪大学大学院人文学研究科教授/広田日本大学文理学部教授/布村

国立音楽大学教授/高木流通経済大学法学部助教/松嶋埼玉学園大学講師 

〔国会速記者〕衆議院記録部における会議録作成の現状について/参議院議院記

録部における会議録作成の現状について/裁判所速記官とはやとくんの近況 

【ブロック長からのお祝いメッセージ】 

虎ノ門ブロック長/和歌山ブロック長/京都ブロック長/熊本ブロック長/大阪ブ

ロック長/衆議院ブロック長/参議院ブロック長 

【はがきアンケート結果のご紹介】 

【「日本の速記」で振り返る速記界の歩み】 

【寄稿】 

辞書は言葉の海を渡る舟/酔いどれのトホホな述懐/夢の建築士が速記者に/あれ

これ思うこと/速記用シャープペンシルについて/私の速記三題/速記と私/速記

技能検定受検記/寄り道・迷走 私の速記学習六十年/趣味と仕事の速記/「日本

の速記」1000号記念号の感慨/私の速記履歴書（序章）/千号おめでとうございま

す。/一級合格の鍵は「速記音頭」/百万回の「ありがとう」/半世紀以上を共に/

かごんま三題/こんなんやってます――大阪共練会/共練会だより 東京・飯田橋

共練会/百花に薫る月 

【共練会・速記クラブ アンケート】 

【高等学校・大学速記部の活動】 

93年間の高校生の全国大会のご報告！/高等学校・大学速記部アンケート・寄稿 

【学生座談会「オンライン寺子屋」報告】 

 

 

 ②「日本の速記」の寄贈 

  全国都道府県の中央図書館を中心に図書館 61、高等学校・大学 16、その他

団体・個人 11に「日本の速記」を毎号寄贈し、速記の普及を図った。 

 

③ホームページの運営 

協会主催事業のお知らせ等を中心に更新したほか、各種公開情報の発信を

行った。また、速記及び速記検定をより分かりやすく広報するため、検定専

用ホームページを開設した。 

 

(5)会員活動支援 

 ①会員活動助成 

 ブロック及び会員の活動費助成金支給規程に基づき、速記普及活動等協会

主催事業等に参加した会員に対し、活動助成を行った。実績９ブロック 
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 ②永年勤続者表彰 

表彰規程に基づき、令和５年度通常総会の議事に先立ち表彰を行った。被

表彰者 42人 

 

６ 日本速記 140年記念事業 

 令和４年 10 月 28 日が日本速記発表 140 周年に当たることから、令和４年度、

５年度に記念事業に取り組んできた。 

(1)速記 140年記念フォーラムの開催 

日本速記協会と教職員組合運動史研究会（代表：広田日本大学文理学部教授）

の共催、速記科学研究会の協力により、「1954 年日本教職員組合速記史料の解

読──速記科学と教育史学の連携による新たな歴史──」を令和４年 12 月 11

日に日本大学文理学部百周年記念館において開催した。 

(2)「日本の速記」データベース化事業 

 紙の劣化により公開不能状態となっていた初期の「日本の速記」について画

像で保存し閲覧利用可能とする事業を進めた。令和５年度は昭和 31 年１月発行

の第 245号から昭和 50年 12 月発行の第 478号までを画像化した。 

(3)「日本の速記」発刊 1000号記念号の発行 

   「日本の速記」が 2023 年 8・9 月合併号で通巻第 1000 号となることから、

記念号を発行した（主な掲載内容は別掲）。 

(4)日本速記 140年記念事業寄附金の募集 

公益社団法人日本速記協会寄附金取扱規程第４条第１項の規定に基づき、特

定寄附金を募集した。令和５年３月末までに 74件、2,064,000 円の御寄附をい

ただいた。 

 

 

令和５年度 会員異動 

 正会員 

令和４年度期末(4.9.30) 令和５年度期末(5.9.30) 差引 

565人 550人 －15人 

  

賛助会員 令和５年度 法人・団体 10 

 

 

 令和５年度事業報告においては、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施

行規則」第 34条３項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」

が存在しないため作成しない。 

                 令和５年９月 30日 

                    公益社団法人 日本速記協会 
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＜参考資料＞  

令和５年度 会議概要 

（１）総会 

通常総会 

令和４年11月19日 

アルカディア市ヶ谷（私

学会館）「白根」 

【報告事項】 

第１号報告 令和５年度事業計画及び収支予算の件 

第２号報告 平成４年度事業報告の件 

【決議事項】 

第１号議案 令和４年度決算報告（案）に関する件 

第２号議案 役員の選任に関する件 

（２）理事会 

第１回定例理事会 

令和４年10月15日 

第１号議案 令和４年度事業報告(案)に関する件 

第２号議案 令和４年度決算報告(案)に関する件 

第３号議案 役員候補者の選定に関する件 

第４号議案 令和５年度通常総会に関する件 

第５号議案 永年勤続者表彰に関する件 

第６号議案 特定費用準備金の取崩しに関する件 

第７号議案 新入会員の承認に関する件 

第１回臨時理事会 

令和４年11月19日 

第１号議案 理事長の選定に関する件 

第２号議案 業務執行理事の選定に関する件 

第３号議案 新入会員の承認に関する件 

第２回定例理事会 

令和５年12月17日 

第１号議案 理事の役割分担に関する件 

第２号議案 第219回速記技能検定に関する件 

第３号議案 第220回速記技能検定（ＩＢＴ型）の実施に関する件 

第３回定例理事会 

令和５年２月18日 

第１号議案 第220回速記技能検定 分試験実施に関する件 

 

第２回臨時理事会 

令和５年３月18日 

第１号議案 新入会員の承認に関する件 

第２号議案 第220回速記技能検定に関する件 

第４回定例理事会 

令和５年４月15日 

第１号議案 分試験の実施に関する件 

 

第５回定例理事会 

令和５年６月17日 

第１号議案 第221回速記技能検定に関する件 

 

第３回臨時理事会 

令和５年８月26日 

第１号議案 新入会員の承認に関する件（事前審議済み） 

第２号議案 分試験実施に関する件（事前審議済み） 

第６回定例理事会 

令和５年９月17日 

第１号議案 第222回速記技能検定及び令和５年度における成績優秀者

に関する件 

第２号議案 問題作成委員、運営委員の交代に関する件 

第３号議案 令和６年度事業計画（案）に関する件 

第４号議案 令和６年度収支予算（案）に関する件 

第５号議案 令和６年度通常総会の日時及び議題(予定議案）に関する件 
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【別表】 

 

回 1級 2級 3級 4級 5級 6級 合計

0 0 4 3 5 4 16

6 3 17 19 15 7 67

0 5 7 2 14

11 11 10 2 34

1 3 3 3 6 3 19

4 6 20 11 12 4 57

0 0 1 1 3 3 8

4 3 6 8 8 5 34

1 3 8 12 21 12 57

14 12 54 49 45 18 192

7.1 25.0 14.8 24.5 46.7 66.7 29.7

回

219

220

221

222

合計

令和５年度　速記技能検定実施結果

志願者数

（注）数字は上段が合格者数、下段が受検者数

受検者数・合格者数

実施月日

219 令和4年11月27日

試験地　（※は分試験場）

合　格　率（％）

220

長岡、東京、名古屋、大阪
沖縄※

令和5年8月27日

東京、名古屋、大阪、佐賀、鹿児島
岐阜※、奈良※、沖縄※

令和5年2月26日
ＩＢＴ型（オンライン方式）

大阪※

合　　　　　計　

19812

合計

69

36

6級

21

8

46

19

34

10 3

8

4級3級

15 54 50

3

12

7 17

- - 11

4 3 6 8 5

13 5 59

221 令和5年5月28日
札幌、盛岡、東京、名古屋

大阪、福岡
佐賀※、沖縄※、福井※

4 6 20 11

5級

15

222

2級1級

 


